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 eq \o\ad(施工計画書の手引,　　　　　　　　　　)
【１】施工計画書作成にあたっての注意点

（１）この「施工計画書の手引き」は、一般的な記述となっているので、請負契約締結後、現地調査のうえ、現場の施工条件に整合した施工計画書を作成すること。
（２）施工計画書の中で作成した工事工程表は、香川県工事請負契約約款第３条の工程表として、速やかに提出するものとする。
【２】対象工事

香川県の土木工事共通仕様書又は特記仕様書において、「請負者は、請負代金額が５００万円以上の工事にあっては、工事着手前に工事目的物を完成するために必用な手順や工法等についての施工計画書を工事監督員に提出しなければならない。なお、上記以外の工事についても、工事監督員の指示があった場合には、施工計画書を作成し、工事監督員に提出しなければならない。」となっており、次の事項について記載するものとする。
【３】施工計画書の概要

１．工事概要　　　　　　６．主要材料　　　　　　　　11．環境対策

２．工事工程表　　　　　７．施工方法　　　　　　　　12．現場作業環境の整備

３．現場組織表　　　　　８．施工管理計画　　　　　　13．再生資源の利用の促進と建設

４．安全管理　　　　　　９．緊急時の体制及び対応　　　　副産物の適正処理方法

５．指定機械　　　　　　10．交通管理　　　　　　　　14．工事数量総括表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15．その他

施工計画書における留意事項

（１）施工計画を立てるためには、まず、工事の契約書、設計図書などを十分に理解するとともに、現場条件を調査しなければならない。

（２）施工計画の決定には、これまでの経験も貴重であるが、常に改良を試み、新しい工法、新しい技術の採用に対する心構えが必用である。

（３）過去の実績や経験を生かすとともに、理論と新工法を考慮して、現場の施工に合致した大局的な判断が大切である。

（４）施工計画の検討は、主任技術者のみにたよることなく、会社の組織を活用して、全社的な高度の技術水準で検討する。

（５）施工計画を決定するときは、１つの計画のみでなく、いくつかの代案を作り、経済性も考慮した最も適した計画を採用する。

（６）打合せ等において特に指示された事項については、さらに詳細な施工計画書を提出する。

（７）施工計画書の内容に重要な変更が生じた場合には、その都度、変更に関連するものについて、変更計画書を提出する。

【４】記載要領

①　表紙及び目次

１．提出用鏡
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・工期 ・工期

工事の名称

工　　　期

香　　　川　　　県

平成○○年度

○○○工事（第○工区－○）

自　平成 ○年 ○月 ○日

至　平成 ○年 ○月 ○日


平成　　年　　月　　日
施工計画書の提出について
契 約 担 当 者 　殿
受注者　　○○市○○町○番地○
○○○建設株式会社　　　印
社　長　○○　○○
　このことについて、特記仕様書の規定に基づき、別添のとおり提出いたします。
１　工　事　名　　　平成○○年度　○○○工事（第○工区）
２　現場代理人　　　○○　○○　　印
　　主任技術者
３　　又　は　　　　○○　○○　　印
　　監理技術者

２．表紙
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（注） １．工事工程表は原則としてＡ４版とする。�

       ２．工事計画に変更があったときは、施工計画書を変更する。�

       ３．大規模工事については、ネットワーク工程表を作成してもよい。�

       ４．表中の金額欄については、直接工事費で記入する。�
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平成○○年度

○○○○○工事（第○○工区－○）

施 工 計 画 書

平成○年○月○日

○○建設株式会社

現場代理人　○○　○○　印

（注）１．施工計画書はＡ４版とする。

２．土木工事共通仕様書の条項及び特記仕様書に基づき、○○工事の施工計画書を受注者の現場代理人から発注者の工事監督員に提出するものとする。
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②　施工計画書本文

１．工事概要

【記入例：工事概要】
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工　　事　　概　　要
工　　事　　名　　　平成○○年度　○○○工事（第○工区－○）
工　事　場　所　　　○○県○○郡○○町○○地先
（工事区間Ｎｏ．○○～Ｎｏ．○○）
工　　　　　期　　　自　平成○○年○○月○○日
至　平成○○年○○月○○日
契　約　金　額　　　￥○○○,○○○,○○○円
（うち消費税及び地方消費税の額　￥○,○○○,○○○円）
発　　注　　者　　　香　川　県
○○土木事務所（℡　　　　　　　　　　）
受　　注　　者　　　○○建設株式会社（℡　　　　　　　　　）
工　事　内　容　　　施工延長　○○○ｍ
工　種　　　○○ｍ　他
種　別　　　○○ｍ　他
細　目　　　○○ｍ　他
（注）　１．施工者の欄は、支店がある場合には、その支店等の名称と電話番号も併記する。
２．工事工程表

工事工程は工事の種別、内容、工期及び現場の実状などによるほか、施工計画の基本方針とともにその大綱が決定されるのが一般的であるが、全工事が工期内に納まるることを前提として、下記の事項が含まれるものと考えられる。

（ａ）工事の各部分作業の施工順序

（ｂ）工事の各部分の施工期間

（ｃ）全工事期間を通じて忙しさの程度の均等化

以上の条件を満足するためには、施工法の基本方針に基づいて、建設機械の選定、労務者、および資材の供給予定のほか、現場条件、季節などの自然条件、経済性等あらゆる関連する条件を考慮して計画しなければならない。

また、工事の実施課程で計画とのずれが生じた場合や、工事内容の変更（指示含む）があった場合に実施する修正（フォローアップ）は、原則として毎月末に実施するものとするが、内容の重要なものについては適宜行うものとする。

維持工事は、その特性（工事規模、工事内容）から、実績のみで管理する。

【記入例：工事工程表】
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（次ページ参照）
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３．現場組織表
「現場組織表」の作成目的は、工事の規模、内容により必要な担当者を定め、施工に関する責任の範囲を明らかにするとともに、各責任者間の連携の確保を図ることにある。

また、「施工体系図」（下請負契約がある場合で、特記仕様書により作成が義務づけられている場合）、各技術者などの「資格者表」を併記しなければならない。
組織づくりの基本的要素
（１）仕事の性格を明らかにし、その分類･統合をする。
目的を達成するためにするべき仕事を明らかにする。次にその仕事を論理的に関連のある職種にバランスよくまとめる。
（２）職責と権限を明らかにし、その委譲をする。
各人の責任と権限をはっきり知らせる。また管理者はどの仕事を部下に任せるかを決め、効果的に仕事ができるよう各人に仕事の割り当てを行う。
（３）各職間のルール（規則）を設定する。
組織が協調的となり活気とやる気を起こさせるよう各部門、各職間の関係を定める。
【記入例：現場組織表】
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現場組織表
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 eq \o\ad(測量係,　　　　　　)（　氏　　名　）
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 eq \o\ad(資材係,　　　　　　)（　氏　　名　）
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 eq \o\ad(労務係,　　　　　　)（　氏　　名　）
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[image: image19.emf]会社名○　　○　　○　　○ 作成者

検討事項 危険性・有害性

可能性 重大性 危険度

対　　　　　　　策

１、工事特性

　　・構築物の用途 ・下水管の埋設工事

　　･構造

・簡易矢板土止め工法で掘削してから矢板を打ち込むので土砂が崩壊する。

3 3 5 ・建込み簡易土止め工法に設計変更する。

　　・規模　形状　高さ　深さ

・掘削幅７００ｍｍ、掘削最小深さ１６００ｍｍ、掘削最大深さ２５００ｍｍ

　　・外装、内装 ・埋設用ヒューム管内径３００ｍｍでバックホーで吊りこむ 2 2 3 ・ドラグショベルはクレーン仕様の物を使用する。

　　・工程　施工時期

・5月～7月末の工事で梅雨の時期の施工のため、湧水が多く土砂が崩壊する。

2 3 4 ・降雨時は作業を中止する。

２、現地の状況

　　・土質、湧水、 ・栗石が多く、湧水が多いので掘削箇所が崩壊する。 3 3 5

・縦ばりプレート方式建込み簡易土止め工法にて一定

　の深さまで溝を掘削して縦ばりプレートを圧入する。

・水中ポンプに砂が入り移動する際感電する。 1 3 3 ・アースの接地と漏電遮断機を必ず設置する。

　　・敷地状況、道路、近隣

・掘削箇所の近くに給水管があり、砂で埋設しているので崩壊する。

3 3 5

・縦ばりプレート方式建込み簡易土止め工法を採用する。

・道路が狭くクレーン車が入れない為バックホーで用途外使用 3 2 4 ・クレーン仕様のドラグショベルを使用する。

　にて吊り荷作業を行う。

３、発注者、監理者、近隣

　　・発注者、監理者の指示 ・毎日作業終了時には埋め戻しをする。 2 1 2

　　・近隣要望事項 ・小学校の通学路となっており、学童に危害を与えるので、 2 2 3 ・通学時間帯は作業を行わず、安全通路を確保する。

　施工を９：００～１６：００の間に施工する。

４、社内指示

　　・会社安全計画、社長指示

・作業主任者不在のまま作業し土止め支保工の組立解体の手順を間違える。

2 3 4 ・作業主任者不在になる時は代理者を置く。

　　・類似災害情報

・建込み簡易パネルをバックホーで吊って旋回中に接触して怪我をさせる。

2 2 3 ・吊り荷がふれないように介錯ロープを使用する。

　　 ・敷き鉄板を移動中吊具が外れて足を骨折させる。 2 3 4

・吊具にはクランプを使用せずシャックル等で確実に吊フックに掛ける。

５、その他

　　･自社体制、下請体制 ・掘削作業を下請けに出しているので混在作業となる。 2 2 3

・掘削作業者とヒューム管設置作業者の打ち合わせを密にする。

　　・機械、作業設備、工法 ・バックホーを掘削と吊り荷に使用し、用途外作業になる。 3 2 4 ・クレーン仕様のドラグショベルを使用する。

＊可能性・重大性：大＝3　中＝2　小＝1で表示　　危険度：3・3=5　 3・2/2・3=4　3・1/2・2/1・3=3　 2・1/1・2＝2　1・1＝１　　対策：危険度の高いもの等を優先し作成する

　 評価・危険度の表現は自社の表現方法にて実施されれば良い

工事名　○　○　○　下水管渠築造工事
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[image: image20.wmf]平成   １２ 年   ９ 月   １５ 日現在
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香川県○○郡○○町字○○

工   事   名

県道○○線   道路改築事業  （○○工区）�

氏  名

代表取締役社長  香川   太郎�

印

工          期

自 平成    １２  年     ５  月    １５  日                 至  平成    １３  年     ２  月    ２０  日
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（注） １．工事工程表は原則としてＡ４版とする。�

       ２．工事計画に変更があったときは、施工計画書を変更する。�

       ３．大規模工事については、ネットワーク工程表を作成してもよい。�

       ４．表中の金額欄については、直接工事費で記入する。�

       ５．実績については赤書で記入する。�

       ６．中間検査の際には、二段書きすることとし、上段に中間検査時点における実績、下段に計画を記入する。�

       ７．遅延工事(15%以上)は特記事項欄にその理由を記載すること。
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 eq \o\ad(事務係,　　　　　　)（　氏　　名　）
緊急時連絡先　　昼　℡ ○○○－○○○－○○○○ （　氏　　名　）
夜　℡ ○○○－○○○－○○○○ （　氏　　名　）
（注）　１．現場常駐者は○印をつける。
　　　　２．自主的施工の場合は施工管理技術者を記入のこと。
　　　　３．その他必要な「係」があれば追加する。
　　　　４．現場事務所に掲載すること。

【記入例：施工体系図】


[image: image36.wmf]安全衛生委員会

衛生管理者

作業主任者

○○　○○

地山掘削

○○　○○

○○　○○

土留支保工

○○　○○

○○　○○

総括安全衛生管理者

安全管理者

型枠支保工

○○　○○

○○　○○

○○　○○

○○　○○

足場組立

○○　○○

○○　○○

高圧室内作業

○○　○○

○○　○○

作業員

産業医

酸欠作業

○○　○○

○○　○○

○○　○○

ずい道等掘削

○○　○○

○○　○○

ずい道等覆工

○○　○○

○○　○○

ｺﾝｸﾘｰﾄ破砕器

○○　○○

○○　○○

○○　○○

作業主任者

地山掘削

○○　○○

○○　○○

土留支保工

○○　○○

○○　○○

作業員

統括安全衛生責任者

安全衛生責任者

　

　

　

○○　○○

○○　○○

下請業者名

安全担当者

現場責任者

○○○○

○○　○○

○○　○○

作業主任者

○○○○

○○　○○

○○　○○

足場組立

○○　○○

○○　○○

○○○○

○○　○○

○○　○○

高圧室内作業

○○　○○

○○　○○

作業員

○○　○○

型枠支保工

○○　○○

○○　○○

労働災害防止協議会

作業主任者

地山掘削

○○　○○

○○　○○

土留支保工

○○　○○

○○　○○

作業員

型枠支保工

○○　○○

○○　○○

注）本体制図は、事業場の規模等に応じて適宜修正して作成すること。
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元方安全衛
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(注) １．現場事務所に掲載すること。
	現場代理人・監理技術者・主任技術者などの資格者表

	
	
	
	
	
	

	氏　　　　名
	職　　名
	経験年数
	香川県経験年数
	資格種別及び合格番号
	備　　　　考

	
	現場代理人
	年
	年
	１級土木施工管理技士（　　　　　）
	

	
	監理技術者
	年
	年
	１級土木施工管理技士（　　　　　）
	監理技術者資格（第　　　）

	
	主任技術者
	年
	年
	　級　　　　　　　　（　　　　　）
	

	
	その他資格者
	年
	年
	　級　　　　　　　　（　　　　　）
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	


４．安全管理

土木工事の量の増加と大型化により、工事事故、工事災害の規模も大きく、多くの生命を失うケースが多い。戦後、労働基準法に基づき、労働安全衛生法の制定をはじめ、労働安全衛生規則が制定され、作業に従事する者の安全の確保について、著しい進歩を示し現在に至っている。
特に、土木工事を実施する事業者に対し、その安全性を確保するための責任と義務が明確化され労働基準監督所の厳重な指導監督の基に工事を実施する原則が確立されている。
土木工事は、着工から竣工までの期間に、段階的作業が進められていくものであるが、作業に従事する者は、一丸となって安全施工についての知識を高めるとともに、きめ細かい管理体制を確立しなければならない。
安全管理計画には、一般的に次の項目を明確にする必要がある。
１）安全管理組織
２）火薬類の取扱い方法と、発破作業における警戒員及び標識の配置
３）危険区域の施設、照明設備の点検整備
４）騒音等防止対策施設の点検整備
５）その他
建設工事において安全管理を進めるにあたっては、災害防止の観点から法令が制定されており、法令に基づく行政指導、通達が出されているので注意しなければならない。
１）直接作業に従事する労働者の被害（労働災害）を防止することを目的として制定されている、労働安全衛生法
２）工事現場付近の住民や通行人又は住宅、公共施設等の被害（公衆災害）を防止するための、建設工事公衆災害防止対策要綱。
はその代表的なものである。
その他にも火薬類取締法、各種環境保全対策関係法令、道路交通法、船舶安全法等多くの法令が制定されている。
【記入例：安全管理】

[image: image21.bmp]
安全管理
１．安全管理組織
現場内での労働災害、交通事故等の発生を未然に防止するため安全委員会を設ける。
・安全委員会系統図

	安全委員長
○○　○○
	
	安全管理者
○○　○○
	
	作業管理者
○○　○○
	
	作　業　員

	
	
	
	
	
	
	

	

	
	
	安全巡視員
○○　○○
	
	安全巡回点検

	
	
	
	
	
	

	
	

	
	
	
	監　視　員
○○　○○

	
	
	

	

	
	
	車両責任者
○○　○○
	
	車 両 点 検

	
	
	


工事期間中は、有能な安全巡視員を配置して毎日巡回を行い、点検表の厳守事項を確認し記録する。
点検責任者は、定期車両点検日を定めて点検事項を記録する。
これらの記録をもとにして毎月月末に関係者全員で、次の事項についての安全の確認を行い、管理の徹底を図る。
１．機械取扱い責任者の指導（日常整備点検の徹底）
２．業方法の安全確認と指導
３．工事区間内の通行も含め、道路交通法の徹底
４．破壊に際しての安全設備の点検、取付け
５．工事標識、バリケード、その他保安設備の点検整備
６．現場内のヘルメットの着用徹底
７．その他、土木工事共通仕様書第　　　条の趣旨徹底遵守
また、衛生管理についても、衛生管理者を定めて現場事務所の環境衛生に心がける。
１．衛生用具、緊急用具の点検整備
２．流し場、便所等の衛生管理
３．従業員の健康管理
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２．火薬保安管理組織表

	
	作　業　所　長
	

	
	○○　○○
	
	

	
	
	
	

	消　　費　　場　　所

	取扱保安責任者（正）
	○○　○○

	　　　　〃　　　（代理）
	○○　○○

	　　　　〃　　　（副）
	○○　○○

	
	
	
	

	
	取　　　扱　　　所
	

	
	出納責任者
	○○　○○
	

	
	取扱責任者
	○○　○○
	

	
	運　搬　員
	○○　○○
	

	
	
	
	

	
	火　　　工　　　所
	

	
	出納責任者
	○○　○○
	

	
	火工責任者
	○○　○○
	

	
	作  業  員
	○○　○○
	

	
	見  張  員
	○○　○○
	

	
	
	
	

	
	切　　　　　　　羽
	

	
	発破作業指揮者
	○○　○○
	

	
	発破作業記録者
	○○　○○
	

	
	発  破  技  師
	○○　○○
	

	
	運    搬    者
	○○　○○
	


火薬類の取扱い方法と警戒員及び標識の設置
①発破作業内規
1)一般的事項
2)服装
3)職務
　　　・火薬類消費責任者　　　　　　・穿孔装薬者
　　　・発破指揮者　　　　　　　　　・見張り人
　　　・点火者　　　　　　　　　　　・発破記録者
4)発破合図
②危険区域の掲示方法
③防火管理体制
等について詳細に記載すること。
危険区域の施設、騒音等防止対策施設の点検整備については省略。
・安全管理(事例)
１）安全管理組織
現場内での労働災害・交通災害等の発生を未然に防止するため、次の組織を設ける。
	安全委員長
○○　○○
	
	安全管理者
○○　○○
	
	作業管理者
○○　○○
	
	作　業　員

	
	
	
	
	
	
	

	

	
	
	安全巡視員
○○　○○

	
	
	
	

	
	

	
	
	
	監　視　員
○○　○○

	
	
	

	

	
	
	車両責任者
○○　○○

	


２）安全巡視員
工事期間中は、有能な安全監視員を配置し安全に関する巡視点検・進路調整等の工事区域全般に対して連絡を行い安全確保に努める。
安全巡視員は、作業終了後に現場内を見回り、記録する。
３）目標点検
毎月の作業内容に応じた重点目標を定めて、それを守るように努める。
なお、作業員の保護帽着用は安全管理の基本であるため、毎月就業時に確認し励行させる。
４）第三者の事故防止
工事区間の下流側は、民家密集地のため特に、第三者及び一般通行車両には注意して作業を行う。
５）安全教育等
本工事の施工に際して、現場に必要な安全・訓練等を作業員全員参加によって、月当り半日以上で次の項目から選択して行い報告する。
ⅰ　安全活動のＶＤ等視覚資料による安全教育。
ⅱ　当該工事内容等の周知徹底
ⅲ　土木工事安全施工技術指針等の周知徹底
ⅳ　当該工事における災害対策訓練
ⅴ　当該工事現場で予想される事故対策

ⅵ　その他、安全・訓練等として必要な事項
（例１）

	年　月
	重点実施項目
	具体的実施項目

	　１２／９
	労働安全衛生教育の徹底
	新規入場者教育の実施

	　　　１０
	安全衛生教育・訓練の実施
	職長教育の推進・ＫＹ活動の強化

	　　　１１
	現場の安全管理活動の強化
	安全施工サイクル運動の実践

	　　　１２
	職場環境の整備
	労働時間の短縮と快適な職場の形成

	　１３／１
	安全衛生活動の実施
	定期健康診断の実施

	　　　　２
	労働安全準備月間
	災害事例・改善事例の収集と周知

	　　　　３
	作業環境の整備
	工事完成に向かい整理整頓片付け


（例２）

	月
	活　動　内　容
	資　　　　料
	備　　考

	H.12

5
	１．工事内容・施工手順の周知

２．予想される事故対策
	１．施工計画書

２．ビデオ「新規入場の皆さんへ」
	

	6
	１．工事現場周辺の危害防止

２．玉掛作業
	１．土木工事安全施工技術指針

２．ビデオ「災害事例から学ぶ玉掛作業の基本ルール」
	全国安全週間

準備期間

	7
	１．異常気象時の対策

２．危険予知訓練
	１．土木工事安全施工技術指針

２．ビデオ「建設現場のＫＹ活動」
	全国安全週間

７／１～７／７

	8
	１．過積載防止

２．災害事例
	１．過積載根絶のために

２．ビデオ「職場安全の基礎知識災害原因を追放しよう」
	電気使用安全月間

	9
	１．労働安全衛生法

２．交通事故防止
	１．ビデオ「労働安全衛生法とは」

２．建設工事・事故防止対策指針
	全国労働衛生週間準備期間

全国交通安全運動

	10
	１．車両系建設機械安全運転の心得及び合図・誘導の要領
	１．車両系建設機械運転者教本

２．ビデオ「車両系建設機械の安全作業」
	全国労働衛生週間

10/1～10/7

	11
	１．通事故防止

２．消火訓練
	１．施工計画書

２．建設工事・交通事故防止対策指針
	秋の全国火災予防運動

	12
	１．建設公害

２．近隣対策
	１．建設業における統括管理の手引
	年末・年始労働災害防止強調期間

	H.13

1
	１．反省会

２．次現場への提言
	１．ビデオ「繰り返すな災害」

２．前回までの記録
	同上


６）ＪＲ土讃線の近接保安
本工事は、ＪＲ土讃線に近接しているため、列車の通行状況を把握し、工事現場の防護設備・要注意箇所の施工方法、見張り員の配置等を検討し、必要に応じて具体化する等常時列車に注意しながら施工する。

（参考）

受注者における主な安全管理対策

	
	名　　　称
	内　　　　　　　　　　容
	備　　　　　考

	１
	安全管理組織
	　安全管理の徹底と万一災害や事故が発生した場合、

ただちに対応できるように責任分担を明確にし、それ

ぞれの責任範囲において任務を達成できる社内組織を整備する。
	安全管理者は資格を要する。

	２
	事故防止対策

協議会
	　　　　　　別　途
	

	３
	安全管理の対策
	　安全管理は、①工事全体に対する手順と②細部にわたる工種ごとの手順に大別される。

1 においては、諸関係法令、許認可条件、設計図書、事前調査等を把握して、各管理基準及び標準作業の決定が必要である。

2 においては、作業手順の伝達、施工上の注意、安全教育訓練等を実施することが必要である。

これらの手順に従い、適時現場の点検を行い、不安全な状態、不安全な行動の発見とその是正を行い災害防止に努める。
	（不安全な状態）

　起因物が事故に関係するに至ったことについて、現存し、または介在した客観的な不安全な要素をいう。

（不安全な行動）

　事故をもたらすこととなった作業者自身の行動について不安全な要素をいう。

	４
	安全教育
	　安全教育は事故防止に大きな役割を果たすものであり、関係者が立場、持ち場で安全管理を組織しておくことが必要である。

1 作業者教育

　ⅰ　作業次打ち合わせ

　　　当日の工事作業内容の伝達、確認

　　　安全に対する注意事項

　　　特殊作業に従事する者、オペレータ等への注意確認

　　　柔軟体操

　　　作業者の健康状態、服装、保護具等の点検

　ⅱ　ツールボックスミーティングの実施

　　　当日の作業内容と作業手順

　　　当日の作業のうち、特に危険な作業、場所を教示

　　　各作業の安全な進め方

　　　同種作業の災害事例の研究

　ⅲ　安全衛生教育

　　　雇用時

　　　作業内容変更時

　　　一定の危険有害業務に就労時

　　　新任の職長、監督者が就任したとき

2 社内教育

　ⅰ　経営者自ら安全管理の重要性について認識

　ⅱ　安全管理責任者の選任と責任の明確化

　ⅲ　下請作業者の請負範囲（責任範囲）の明確化

　ⅳ　作業指揮者の能力のレベルアップを図る

　ⅴ　安全管理会議の励行

　　　全体工程・作業行程実態の把握

　　　危険予知（不安全な状態、不安全な行動）

　　　対策の決定、実施、確認

　　　各種許可条件の確認

　　　事故発生時の対応（連絡体制、二次災害防止、応急

　　資器材の確保点検）

　　　資材の確認（表３－２１参照）

　　　点検項目の確認

　　　安全パトロールの実施


	


（参考）

有資格作業主任者を必要とする主な作業内容

	選任すべき作業内容
	作業主任者名
	選任を受ける資格を有する者

	高圧室内作業
	高圧室内作業主任者
	高圧室内作業主任者免許取得者

	アセチレン装置、ガス集合装置によるガス圧接作業
	ガス圧接作業主任者
	ガス圧接作業主任者免許取得者

	コンクリート破砕器作業
	コンクリート破砕器作業主任者
	コンクリート破砕器作業主任者技能講習会修了者

	地山掘削作業

（掘削面高２ｍ以上）
	地山の掘削作業主任者


	地山の掘削作業主任者技能講習修了者

	土留支保工作業
	土留支保工作業主任者
	土留支保工作業主任者技能講習修了者

	ずい道等の掘削等の作業
	ずい道等の掘削等作業主任者
	ずい道等の掘削等作業主任者技能講習修了者

	ずい道等の覆工の作業
	ずい道等の覆工作業主任者
	ずい道等の覆工作業主任者技能講習修了者

	コンクリート造工作物の破壊等の作業（５ｍ以上工作物）
	コンクリート造の工作物の解体等作業主任者
	コンクリート造の工作物の解体等作業主任者技能講習終了者

	型わく支保組立解体作業
	型わく支保工の組立等作業主任者
	型わく支保工の組立等作業主任者技能講習修了者

	足場の組立解体作業
	足場の組立等作業主任者
	足場の組立等作業主任者技能講習会終了者

	酸素欠乏危険作業
	酸素欠乏危険作業主任者
	酸素欠乏危険作業主任者技能講習会修了者

	鉄骨の組立等作業
	鉄骨の組立等作業主任者
	鉄骨の組立等作業主任者技能講習修了者


（参考）

資格を要する主な作業

	１．クレーン・デリック、移動式クレーン

２．玉掛

３．車両系建設機械

４．基礎工事用機械

５．車両系締め固め機械

６．車両系荷役運搬機械

７．建設用リフト巻上げ機

８．ゴンドラ

９．電気取扱い

１０．軌道装置

１１．火薬・発破

１２．防火管理

１３．アーク溶接
	１４．有機溶剤作業

１５．粉じん作業

１６．木造建築

１７．はい作業

１８．その他


（参考）　現場安全衛生管理体制
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（参考）現場の施工計画作成時の危険性の特定及び対策検討記録（作成例）
[image: image2] 

５．指定機械
工事に使用する機械で、設計図書に指定されている機械（騒音振動、排出ガス規制等）について、記載されているものについて使用計画書を作成する。
【例】
	機　械　名
	規　　　格
	台 数
	使  用  工  種
	備     考

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


６．主要資材
工事の請負契約締結後、すみやかに必要な材料の数量について算出し、それぞれ必要とする時期を考慮したうえで、最終的な決定がなされなくてはならない。材料の入手は工事の施工に重要な要素を占めており、材料の現地への到着が遅れたがゆえに工事の施工ができないなどの問題がしばしばある。
特に材料のうちでも鋼材、特殊製品に関しては、社会情勢との関係もあり、時期によっては数ヶ月の日数を必要とする場合もあるので注意しなければならない。
品質・規格については、定められた試験等により、その適否を判定することがたいせつであり、もし、不適格な材料で加工された場合は、加工された製品そのものが不適格品ということになるので、十分な配慮が必用である。
加工品については、その製品メーカーが、工業規格に定められた品質管理により製品化されているものを使用することを配慮する必要がある。
【記入例：主要工事材料】
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 eq \o\ad(主要工事材料の使用計画,　　　　　　　　　　　　　　)
	主要材料
	形状寸法
	単位
	数量
	納入業者
	製造業者
	Ｈ　○　年
	Ｈ○年
	摘要

	
	
	
	
	
	
	5
	6
	7
	8
	9
	10
	11
	12
	1
	2
	

	ｺﾝｸﾘｰﾄ
	18-8-40
	m3
	853
	○○○○
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〃
	21-8-20
	〃
	36
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	砕　石
	再生砕石

径40mm
	〃
	233
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ﾋｭｰﾑ管
	D400 1種
	m
	26
	○○○○
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	蓋　版
	C2-B400
σck=24
	枚
	21
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ﾍﾞﾝﾁ

ﾌﾘｭｰﾑ
	400×260　　　　×1000
	ｍ
	91
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	鉄　筋
	ＳＤ295A

or　B
	ｔ
	3.79
	○○○○
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ｶﾞｰﾄﾞ

ﾊﾟｲﾌﾟ
	メッキ品

H=0.8m
	ｍ
	72
	○○○○
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	〃
	〃

H=1.1m
	〃
	94
	○○○○
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
	塗装品

Gr-C-4E
	〃
	176
	○○○○
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	県外品

	ｽﾄｰﾝ

ｶﾞｰﾄﾞ
	H=2.0m
	〃
	149
	○○○○
	○○○○
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	県外品


（注）１．主要工事材料とは特記仕様書等で材料検査の定められている材料である。
　　　　（１工事１材料の占める総額が概算で１０万円を超える、主たる材料について記載する。）
２．工事請負契約約款第１３条の２に規定する県産品以外の工事材料を使用する場合は、摘要欄に“県外品”と記載し、別途理由書を提出する。
【記入例】
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県外品の使用理由書
	県外品
	形状寸法
	納入業者
	製造業者
	県産品を使用できない理由

	ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ
	塗装品

Gr-C-4E
	○○○○
	○○○○
	例　県産品が生産されていないため。

なお、納入業者は県内に本店を有する者である。

	○○○
	○○○
	○○○○
	○○○○
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


７．施工方法
施工方法の決定は、前述した工事現場の十分な事前調査により得た資料に基づき、契約条件を満足させるための工法の選定、請負者自身の適正な利潤の確保につながるものでなければならない。

工法の選定に基づき、施工に関する細部の問題が解決されるものであり、多角的に検討を加えて、最終的に決定されなければならない。

一般的に、工事は設計書及び関係諸法規を遵守し、施工しなくてはならないのは当然のことである。

また、工法の選定の良否は、工事施工過程において発生する問題や労務、資機材への影響となって現れてくることから、施工計画はできるだけ細部について配慮するよう心がけることが必要である。

施工方法記載にあたっての留意事項

１）「主要な工種」ごとの作業フローの作成

該当工種における作業フロー及び各作業段階における以下の事項について記載する。

２）施工実施上の留意事項及び施工方法

○工事箇所の作業環境（周辺の土地利用状況、自然環境、近接状況等）

○主要な工種の施工実施時期（降雨時期、出水・渇水時期等）

○工事施工上の制約条件（施工時期、作業時間、交通規制、自然保護）

○関係機関との調整事項

上記事項の記載のほか、これらを受けて、施工実施上の留意事項及び施工方法の要点について記述する。

３）使用機械

工事に使用する機械で、設計図書に指定されている機械（騒音振動、排出ガス規制等）について記載されているものについて使用計画書を作成する。

４）仮設備計画

工事に関する仮設備の構造、配置計画について位置図、概略図等を用いた具体的に記載する。また、安全を確認する方法として、応力計算等を添付する。

その他、間接的設備として仮設建物、材料、機械等の仮置き場、プラント等の機械設備、運搬路、仮排水、安全管理に関する仮設備を記載する。

記載対象は、次の場合を標準とする。

１）「主要な工種」

２）共通仕様書の中で「通常の方法により難い場合は、あらかじめ施工計画書にその理由、施工方法等を記載しなければならない。」と規定しているもの。

３）設計図書で指定された工法。

４）共通仕様書に記載されていない特殊工法。

５）施工条件明示項目で、その対応が必要とされている事項。

６）特殊な立地条件での施工や関係機関及び第三者対応が必要な施工等。

７）その他

その他、共通仕様書において、工事監督員の「承諾」を得て施工するもののうち、事前に記載できるもの、施工計画書に記載することとなっている事項について記載する。

【例】承諾を要する事項及び予定内容

	共 通 仕 様 書 条 項
	節、条、項の

名　　　　称
	承諾を要する事項
	予定している承諾内容

	編
	章
	節
	 条
	項
	号
	
	
	

	１
	１
	１
	２０
	１
	
	建設副産物
	発生土を任意仮設工に使用する
	発生土の○○m3を△△に使用する

	１
	１
	１
	３１
	４
	
	工事中の安全確保
	指定された機械以外の使用
	○○を△△としたい

	
	
	
	
	
	
	
	
	


【例】施工計画書に記載する事項

	共 通 仕 様 書 条 項
	節、条、項の

名　　　　称
	記 載 を 要 す る 事 項

	編
	章
	節
	条
	項
	号
	
	

	６
	４
	３
	１
	２
	
	一般事項
	原寸、工作及び溶接に関する定められた事項について記載する。

	
	
	
	
	
	
	
	


【留意点】

1 指定仮設又は重要な仮設工に関するもの、また、応力計算等によって安全を確認できるものは、計算の記述がなされていること。

2 作業フローの記述及び留意事項や施工方法の要点。

3 工事測量、隣接工区との関連についての記述。

4 共通仕様書において承諾を要する事項及び施工計画書に記載すべき事項と指定された事項についての記載。

Ⅰ）監督員詰所、現場事務所、倉庫等の仮設建物

Ⅱ）材料、機械等の仮置き場

Ⅲ）工事施工上、必要なプラント等の機械設備

Ⅳ）運搬路（仮道路、仮橋、現道補修等）

Ⅴ）仮排水

Ⅵ）工事現場標示施設、安全看板、立ち入り防止柵、安全管理に関する仮設備

Ⅶ）その他

【例】作業フロー

	丁　張　の　設　置


[image: image26.wmf]Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

現

道

交

通

区

域

Ａ

Ｓ

１

：

０

.

５

施

工

区

域

現

舗

装

は

そ

の

ま

ま

残

す

単

管

鉄

筋

（

Ｄ

２

２

）

Ａ

Ｓ

1

,

0

0

0

横

断

図

Ａ

Ａ

回

転

灯

回

転

灯

夜

間

、

赤

色

チ

ュ

ー

ブ

ラ

イ

ト

を

点

灯

す

る

。

幅

員

減

少

の

看

板

を

設

置

す

る

。

バ

リ

ケ

ー

ド

の

起

終

点

に

は

、

矢

印

看

板

、

黄

色

の

回

転

灯

を

設

置

す

る

。

現

道

交

通

切

換

に

際

し

、

「

幅

員

減

少

」

「

こ

の

先

車

線

変

更

の

看

板

を

設

置

す

る

。

擁

壁

天

端

に

は

ガ

ー

ド

レ

ー

ル

を

施

工

し

、

ガ

ー

ド

レ

ー

ル

の

な

い

箇

所

は

単

管

バ

リ

ケ

ー

ド

を

設

置

す

る

。

バ

リ

ケ

ー

ド

に

は

赤

色

チ

ュ

ー

ブ

ラ

イ

ト

を

点

灯

し

て

車

を

誘

導

す

る

。

単

管

バ

リ

ケ

ー

ド

施

工

区

域

現

道

交

通

区

域

バ

リ

ケ

ー

ド

L

=

1

0

0

m

横

断

図

Ａ

Ａ

こ

の

先

幅

員

減

少

こ

の

先

幅

員

減

少


	掘　削　・　床　付
	床付完了後、地耐力の確認を平板載荷試験により２ブロックに１回実施する。
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	コンクリート標準示方書［施工編］“施工計画”等を参考とし、工事の要件及び構造物の要求性能を満足するような記述とする。
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更に

・施工実施上の留意事項及び施工方法

・使用機械

・仮設備の構造、配置計画等について位置図、概略図等を用い具体的に記述

・応力計算

について記述する。

７－(１)　主要機械
使用する建設機械は、工事規模、施工方法、現場条件等により機種が選定され、その性能は工程表に基づき決定されるのが一般的である。
請負者は、決定に際しての条件として、自己保有の建設機械を念頭におき、工法、工程表の計画立案が行なわれる。保有機械の中から選定ができない場合は、他より借り入れ（リース）による場合が一般的である。機械の損料は非常に高額であるので、稼働率については特別の配慮が必用で、使用する機種性能はその工事量に対するバランスを十分考える必要がある。
機種の選定にあたっては、共通仕様書、特記仕様書に記載されている事項を守ることはもちろん、積極的に低公害型の機種を選定するよう努力すること。
また、現場への輸送についても検討が必用であり、搬入経路の道路状況、輸送車の通行時間、手続き関係を確認し、実施日程にむだを生じないための努力が必用である。運搬に要する費用の見積りも行い、費用が嵩む場合には遠方から自社の機械を運搬するのではなく、現地での借上げ等も配慮する必要がある。
機種によっては、現場条件により適不適が著しく左右される場合があり、特に土工関係については、土質によって施工性が異なり機種の選定がむずかしいので、土質試験の結果等により慎重な対応が必要である。
【記入例：主要機械】
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 eq \o\ad(主要機械の使用計画,　　　　　　　　　　　)
	機械名
	型式
	単位
	数量
	使用目的
	Ｈ　○　年
	Ｈ○年
	摘要
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７－(２)　仮設備計画
仮設備計画は、工事を実施するに必要な本工事に直接かかわりをもつものと、工事の実施についての付属的設備に大別できる。そのいずれについても、工事を安全にかつ円滑に実施するための設備であり、その計画に関しては適切かつ経済的でなくてはならない。
これらの設備は、単に工事に対する安全性のみにとどまらず、第三者に対する安全性の確保に関しても十分な配慮が要求されるところであり、作業員に対する安全等をはじめとして、工事施工場所の労働基準監督署長にその設備計画の提出を義務付けされている。
また作業員の宿舎に関しては、その衛生環境の確保について規定が定められており、作業員の工事現場における健康で明るい環境の確立について十分な配慮と努力が要求されている。
これらの設備計画立案に関しては、それぞれの適用される諸法規が多く、そのすべてが合法的でなければならないことはいうまでもないが、本工事の施工に対することのみにとらわれることなく、常に移り変わる性質を有するものであるので、常時その状態についての配慮が必要である。
本工事の実施に関する仮設物については、その発注者より指定される場合と、そうでなく請負者の責任により計画実施する場合の２種類がある。

１）指定仮設
指定仮設とは、発注者の必要によりその構造及び形状寸法、品質に関して指定をうけ、施工するものをいう。
この場合発注者は、設計図及び仕様書にその条件を明示し、その条件を前提とした請負契約が締結された場合をいうもので、示された形状寸法、品質に関して、規格を満足することが義務付けされるものである。したがって、品質の管理と出来形の管理は、本工事同様に実施しなくてはならない。
２）任意仮設
任意仮設とは、請負者が任意にその計画立案を行い実施されるもので、そのすべての責任は請負者が有するものである。
この場合は指定仮設と異なり、設計図の提示はなく、特記仕様書に条件等を明示しないため請負契約にあたっては、仮設に関する経費の積算に関しても、自ら構造及び形状、寸法、品質に関して定め、それにより積算されるのが建前とされている。
したがってその実施について、工事の増減に関しても契約変更の対象とならないもので、また反面その使用する資材及び機械に関しても自己の保有する資材の転用等、十分に活用することが許されているものである。

仮設備計画の管理、確認
任意仮設の場合　　計画書に記載した事項及び変更事項に対し、実施証明として施工状況写真を撮っておく。
指定仮設の場合　　指定条件を計画書に記載、または、仮設図を作成し構造物条件（形状寸法、品質、数量）が満足しているか、仮設図（展開図）及び写真にて確認する。

 【記入例：道路改良】

仮設備計画
１）付替道、支道、坂道
施工方法、施工順序は擁壁工と同じであるが、施工前に地権者及び道路管理者と十分に打ち合わせを行い施工する。
２）舗装
イ）路盤
粒調砕石（Ｃ－４０）を使用し、締固めはマカダムローラー、タイヤローラーを使用する。
プライムコート（ＰＫ－３）は、エンジンスプレーヤーを使用し、壁等の構造物を汚さないよう所定の量を均一に散布したのち養生砂を散布する。
ロ）基層、表層
敷均しはフィニッシャーで行う。
締固めは、振動ローラーで締固める。
３）迂回路
保安施設を設置し、第３者災害が起こらないよう十分注意して行う。
また、迂回路計画及びそれに伴う仮設備計画を添付する。

　

図－１　仮設備計画



図－２　仮設備計画



図－３　迂回路計画（その１）


図－４　迂回路計画（その２）


　交通切廻し計画

図－５　現道交通切替及び夜間の安全施設計画（○○／○○～○○／○○）


４）仮設防護
イ）仮設防護柵の施工は、仮センター移設及び右側通路と側溝との段差摺りつけ仮舗装

完了後着手する。（なお、仮舗装は工事完了後撤去する）
ロ）防護柵設置
Ｈ鋼建て込み箇所の舗装版をコンクリートカッターにて切断（500×500　ctc2,000）し、ブレーカーにて取壊し、人力及び大型ブレーカーにて床堀し、完了後、300×300　H=700の箱抜き型枠を組み立て、外部のコンクリート　σ28＝18Ｎ/mm2を打設硬化後Ｈ鋼を通り良く垂直にトラッククレーンにて建て込み切りばりや丸太にて補強をしておき、箱抜き内部のすき間に砂を詰め、天端にコンクリート（σ28≧18Ｎ/mm2）を500×500　H=100打設する。養生後、腹起こしＨ鋼（100×100）を下図の位置に溶接止めし、松板（40×200）H=2,000で上下を帯鉄（３×50）を当てボルトナットで腹起こしＨ鋼に固定、続いてストンガード用金網及び養生シートを張り完了する。
ハ）防護柵撤去
シート、金網、松板、腹起こしを撤去した後、天端コンクリートを１０ｃｍ厚取壊しＨ鋼をトラッククレーンで引き抜き撤去した後、中詰砂を取り出し箱抜き内部にコンクリート（σ28≧18Ｎ/mm2）を300×300　H=700　打設し、硬化後アスファルト合材にて舗装復旧して完了する。


図－６　　仮　設　防　護

・仮設備計画(事例１)
本工事における仮設備として下記に示す諸設備を設ける。
(1) 仮桟橋計画
(2) 仮締切計画
(3) 仮設ヤード使用計画
(4) 仮設電気配線計画

(5) 仮建物計画
（１）仮桟橋計画
本工事における橋脚のうち、Ｐ１０橋脚は、○○川流水部に位置し、河床高はＴＰ－0.550ｍである。
このため、Ｐ１０橋脚築島と河川敷との連絡は、仮桟橋を設けて行う。
仮桟橋の規格を「仮桟橋規格表」に示す。
仮　桟　橋　規　格　表
	
	幅　　員
	桁　下　高　さ
	備　      考

	通　  路　  部
	４．００ｍ
	ＴＰ＋２．７０ｍ
	ｌ＝５４．０ｍ

	作　業　台　部
	６．００ｍ
	〃
	ｌ＝２４．０ｍ×２


仮桟橋の構造を「仮桟橋構造図」に示す。
仮桟橋の架設及び撤去は、クローラクレーン（○○ｔ吊）、バイブロハンマー（○○ＫＷ級）及び、発電機（○○○ＫＶＡ）を使用して陸上施工にて行う。
仮桟橋基礎杭打抜時には、シルトプロテクターを用いて当該施工箇所を囲って、河川の汚濁防止に努める。
仮桟橋の撤去は、Ｐ１０橋脚完成後直ちに行う。
仮桟橋の応力計算を、「仮桟橋応力計算書」に示す。
築島材料採取前及び、採取後の河川測量を実施する。
（２）仮締切計画
本工事におけるＰ１０橋脚は、○○川流水部に位置し、河床高は、ＴＰ－0.550ｍである。このため、Ｐ１０橋脚施工は、仮締切用鋼矢板を用いた築島によるものとする。
Ｐ１０橋脚施工に用いる仮締切用鋼矢板規格を「仮締切鋼矢板規格表」に示す。

仮　締　切　鋼　矢　板　規　格　表
	築　島　天　端
	矢　板　規　格
	備　　　　　　　考

	ＴＰ＋２．７０ｍ
	Ⅳ　　型
	盛土材料は、河床材を採取


築島仮締切鋼矢板の打ち込みは、仮桟橋架設に引き続き行う。
築島の施工にあたっては、鋼矢板（○○－Ⅳ型、ｌ＝9.0ｍ）を使用する。
築島鋼矢板の打ち込みは、仮桟橋通路部及び、作業台部を使用して行う。
築島部鋼矢板打ち込み終了後、仮桟橋を使用して築島内部への中詰を行う。
桟橋の架設完了後、築島の施工に着手する。
築島の施工にあたっては、鋼矢板（○○－Ⅳ型、ｌ＝9.0ｍ）を使用する。
築島仮締切鋼矢板の打ち抜きは、クローラクレーン（○○ｔ吊級）、バイブロハンマー（○○ＫＷ級）及び発電機（○○○ＫＶＡ）を使用する。
築島仮締切鋼矢板の打ち込み後の築島中詰土の施工は、採取河床土を使用して行う。
築島仮締切鋼矢板の引き抜きは、Ｐ１０橋脚施工終了後、中詰土の撤去後行う。
築島仮締切鋼矢板の架設・撤去時には、シルトプロテクターを用い、河川の汚濁防止に努める。
（３）仮設ヤード計画
本工事における仮設ヤードの使用計画を「仮設ヤード計画図」に示す。
仮設ヤードには、型枠加工場、型枠置場、鉄筋置場、鉄筋加工場及び、井筒沈下掘削土仮置場等を設ける。
原則として、本工事施工に使用する材料については、仮設ヤードを置場として使用する。
洪水時期には、常に河川の出水・降水状況に留意し、出水前に河川敷より材料等を撤去する。
（４）仮設電気計画
仮設電気を、Ｐ１０橋脚～Ｐ１２橋脚の各橋脚及び、鉄筋加工場へ引き込む。
引き込み配線を、「仮設電気設備単線結線図」及び「仮設電気設備配置図」に示す。
（５）仮建物計画
仮建物設備計画を、「仮建物設備計画平面図」に示す。

図－１　仮設電気設備単線結線図


図－２　仮設電気設備配置図

・仮設備計画(事例２)


図－１　仮設配置図

（１）土留柵　Ｈ＝２ｍ、Ｌ＝９０ｍ

　　　構造は下図のとおりとし、杭は人力又はバックホウ掘削により建込む。


図－２　土留柵図


（２）Ａ2橋台土留柵平面図


図－３　橋台土留柵図（Ａ2橋）


（３）Ａ2橋台、仮設橋を下図のとおり計画する。

図－４　仮設橋構造図（Ａ2橋台）

７－(３)　工事用地等
土木工事共通仕様書第１編１－１－９に、請負者は、発注者から工事用地等の提供を受けた場合は、善良なる管理者の注意をもって維持・管理するものとされており、提供された用地の概要と施工期間中の管理方法について記載する。

また、設計図書において請負者が確保するものとされる用地及び工事の施工上請負者が必要とする用地については、自ら準備し、確保するものとされていることから、これら土地の確保計画、現状の変更と復旧について記載しなければならない。
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																																																																																																																																																																										平成   １２ 年   ９ 月   １５ 日現在 ヘイセイネンガツニチゲンザイ

		工      事      工      程      表  （ 記  入  例 ） コウジコウテイヒョウキニュウレイ

						工 事 番 号 コウジバンゴウ																																																																																																																												住  所 ジュウショ										香川県○○郡○○町字○○ カガワケングンチョウアザ

						工   事   名 コウジコウジメイ		県道○○線   道路改築事業  （○○工区） ケンドウセンドウロカイチクジギョウコウク																																																																																																																										氏  名 シメイ										代表取締役社長  香川   太郎 ダイヒョウトリシマリヤクシャチョウカガワタロウ																																印 イン

						工          期 コウキ		自 平成    １２  年     ５  月    １５  日                 至  平成    １３  年     ２  月    ２０  日 ジヘイセイネンガツニチイタルヘイセイネンガツニチ

						種別 シュベツ				単位 タンイ				金  額 キンガク				着工日 チャッコウヒ		完了日 カンリョウヒ		日標準 ニチヒョウジュン		進捗率 シンチョクリツ						5				月 ツキ								6				月 ツキ								7				月 ツキ								8				月 ツキ								9				月 ツキ								10				月 ツキ								11				月 ツキ								12				月 ツキ								1				月 ツキ								2				月 ツキ												月 ツキ												月 ツキ

						(細別） コマシュベツ																作業量 サギョウリョウ		（％）		5 10152025												10    20												10    20												10    20												10    20												10    20												10    20												10    20												10    20												10    20												10    20												10    20

						準備工 ジュンビコウ		1		式 シキ				2,000				5/25		6/30				2.7																																																																		実績赤書 ジッセキアカカ

								1						2,000				5/15		6/10		－		2.7

						仮設工 カセツコウ		1		式 シキ				8,040				7/1						11.0

		工 コウ						1						12,500				6/10		12/5		－		17.1

						橋台下部工 ハシダイカブコウ		2		基 キ				16,450				7/25				基 キ		22.5

		程 コウテイ		橋梁工 キョウリョウコウ				2						32,000				7/20		11/5		0.03		43.8

						取付護岸工　（ﾌﾞﾛｯｸ積） トリツゴガンコウツ		　		m2				　								m2

		計 ケイ						350						12,200				12/5		1/31		9.2		16.7

						取付道路工 トリツドウロコウ		　		ｍ				　								m　

		画 カク						50						13,210				11/5		12/25		1.5		18.1

						後片付け アトカタヅ		　		式 シキ				　

		実 ジツ						1						1,200				2/1		2/20		－		1.6

								　						　

		績 ジッセキ

								　						　

		表 ヒョウ

								　						　

				計 ケイ										26,490										36.2

														73,110										100.0

		特記事項 トッキジコウ																		工事総合工程表

																																																																																																																計画（黒実線） ケイカククロジッセン

																																																																												実績（赤実線） ジッセキアカジッセン

																								％

																						予     定 ヨテイ				2.0%												8.7%												16.7%												29.7%												42.7%												55.7%												71.5%												89.7%												98.4%												100.0%

																																																																																																																																																																										監督員 カントクイン

																						実     績 ジッセキ				0.5%												2.0%												12.0%												27.0%												36.2%																																																																																																確認印 カクニンシルシ

		（注） １．工事工程表は原則としてＡ４版とする。 チュウコウジコウテイヒョウゲンソクバン

		２．工事計画に変更があったときは、施工計画書を変更する。 コウジケイカクヘンコウセコウケイカクショヘンコウ

		３．大規模工事については、ネットワーク工程表を作成してもよい。 ダイキボコウジコウテイヒョウサクセイ

		４．表中の金額欄については、直接工事費で記入する。 ヒョウチュウキンガクランチョクセツコウジヒキニュウ

		５．実績については赤書で記入する。 ジッセキアカカキニュウ

		６．中間検査の際には、二段書きすることとし、上段に中間検査時点における実績、下段に計画を記入する。 チュウカンケンササイニダンカジョウダンチュウカンケンサジテンジッセキゲダンケイカクキニュウ

		７．遅延工事(15%以上)は特記事項欄にその理由を記載すること。 チエンコウジイジョウトッキジコウランリユウキサイ
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